
入札説明書 

 

 松山市では、市有財産を有効に活用し、市民サービスの向上と地域経済の活性化を図る

と同時に経費削減及び歳入を確保するため、「自動販売機の設置場所貸付に係る入札」を実

施する。入札に参加する者は、この入札説明書をよく読み、次の各事項を承知したうえで

参加するものとする。 

 

 

１ 入札に付する事項 

 (1) 自動販売機設置のために貸し付ける場所及び面積 

財産名称 所在地 貸付面積 貸付箇所 台数 

松山市 

愚陀佛庵 

松山市二番町四丁目 

6番地 1 
約 870㍉×780㍉＝0.68㎡ 1階 １台 

※貸付箇所については、別紙平面図を参照のこと。 

 (2) 貸付期間 

   令和８年７月から令和９年３月３１日まで 

（募集要項４(3)のとおり、延長の場合あり。ただし、最長でも令和１３年３月３１日

まで。） 

 また、自動販売機は、令和８年７月２２日（水）までに設置することとし、日時の

詳細は松山市と事前に調整すること。 

 (3) 貸付条件等 

   別添仕様書による。 

(4) 要領 

入札は、自動販売機設置料（売上手数料）について行う。自動販売機設置料（売上

手数料）については、割合（％）を入札する。 

 

２ 入札参加資格 

  次の要件をすべて満たす法人または個人に限り参加することができる。 

(1) 地方自治法施行令(昭和 22年政令第 16号)第 167条の４の規定に該当しない者であ

ること。 

(2) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第２条第２

号から第４号まで又は第６号の規定に該当しない者であること。 

 (3) 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律(平成11年法律第147号)に基 

づく処分の対象となっている団体及びその構成員でないこと。 

 (4) 法人にあっては松山市内に本店、支店又は営業所を有し、個人にあっては松山市内 

で継続して１年以上事業を営んでいること。 

 

 (5) 自動販売機の設置業務において自ら管理・運営する３年以上の実績を有しているこ 



と。 

 (6) 松山市税を滞納していないこと。 

(7) 自動販売機は、令和８年７月２２日（水）までに設置することとし、日時の詳細は

松山市と事前に調整すること。 

 

３ 入札参加申請 

  入札に参加を希望する者は、入札参加申請書を提出し、入札参加資格を有することを 

証明しなければならない。 

 (1) 提出期限 

   令和８年６月１７日（水）までの午前 8時 30分から午後 5時までの間 

   （ただし、土日及び祝日を除く。） 

(2) 提出場所 

  松山市二番町四丁目７－２ 本館５階 

 松山市 坂の上の雲まちづくり部 文化・ことば課（電話:089-948-6952） 

(3) 提出書類（提出部数各１部） 

 提 出 書 類 法人 個人 

① 入札参加申請書 ○ ○ 

② 身分証明書（市町発行のもの）  ○ 

③ 商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書） ○  

④ 確定申告書（写）  ○ 

⑤ 松山市税の完納証明書 ○ ○ 

⑥ 印鑑証明書 ○ ○ 

⑦ 
設置する自動販売機のカタログ 

※「定格消費電力」を記載していること 
○ ○ 

※③、⑤、⑥は発行後３か月以内の原本とする。 

 

４ 入札参加資格の確認等 

  上記３(3)の提出書類により入札参加資格の有無を確認し、申請者あてに結果を通知す

る。 

 なお、参加資格のある者に対しては、入札書、委任状及び入札参加にあたっての留意 

事項を送付する。また、当該結果の通知後であっても、不正等が判明した場合には入札

参加資格を取り消す。 

 

5 入札及び開札の日時並びに場所 

(1) 入札名：自動販売機設置場所貸付(松山市愚陀佛庵) 

日 時：令和 8年 6月 23日（火）10：00から 

場 所：松山市三番町四丁目９－５  

松山センタービル１号館４階第４会議室 

 ※近隣の駐車場に駐車いただくか、公共交通機関でお越しください。 

 



６ 入札方法等 

 (1) 入札書に記載する数字と売上手数料率 

  ① 入札書に記載する数字は整数（小数不可）とし、売上手数料率の単位は「％」と

する。 

  ② 自動販売機の総売上金額（消費税及び地方消費税込）に入札書に記載する売上手

数料率を乗じた額を毎月市に納付することとする。 

 (2) 代理人による入札 

   代理人が入札する場合は、委任状を提出しなければならない。 

 (3) 再度の入札 

  ① 1回目の入札で落札者がいない場合は、入札参加者を対象として再度入札を行う。 

  ② 再度の入札は１回限りとする。 

  ③ 再度の入札を行っても落札者がいない場合は、入札を打ち切る。 

 (4) 随意契約の交渉 

     再度の入札を行っても、落札者がいない場合は入札を打切り後、参加者の中で最も 

高い売上手数料率（％）を提示したものと一度限りの随意契約の交渉を行う。 

 (5) その他 

     提出した入札書は、理由の如何を問わず、書き換え、引換え又は撤回することはで

きない。 

 

７ 入札保証金 

  免除する。 

 

８ 無効な入札等 

 (1) 次のいずれかに該当する入札は無効とする。 

  ① 入札に参加する資格がない者がした入札 

  ② 同一の入札において同一人がした２つ以上の入札（代理人の場合も含む。） 

  ③ 委任状を提出しない代理人のした入札 

  ④ 不正行為による入札 

  ⑤ 入札書の金額、氏名、印影又は重要な文字が誤脱し、又は不明確なとき 

  ⑥ 記名押印を欠く入札及び割合を訂正した入札 

  ⑦ 入札関係職員の指示に従わない等、入札会場の秩序を乱した者の入札 

  ⑧ 申請書（添付書類を含む。）に虚偽の記載を行った者の入札 

  ⑨ その他入札に関する条例規則に違反した入札 

 (2) 失格 

   入札開始時に、入札会場に本人又は代理人が不在の場合は失格とする。失格となっ

た者は、再度の入札に参加できない。 

 

９ 落札者の決定方法 

(1)  市が定める「予定価格（市が予定する売上手数料率）」以上で最も高い売上手数料率 

をもって有効な入札を行った入札者を落札者とする。 



 (2) 落札者となるべき者が２者以上あるときは、抽選で決定する。 

 

１０ 契約 

 (1) 落札者は、令和８年７月中旬までに契約書に記名押印のうえ印紙を貼付して募集要

項１０の場所に提出する。なお、印紙代は落札者の負担とする。 

 (2) 落札者が契約を締結しない場合（上記(1)の期日までに契約書が提出されない場合を 

含む。）には、当該落札は効力を失う。 

 

１１ その他 

    本書に定めのない事項は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)、地方自治法施行令、  

松山市契約規則、松山市財務会計規則の定めるところによる。 


